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 今年も残すところあとわずかです。振り返るとどんな１年でしたか？寒さも厳しくなりますが，せっかくの冬

休みが風邪をひいて辛い冬休みだった･･･などということにならないよう，生活習慣はくずさず感染症には十分

注意をしていきましょう。 

 

 

 

 今年は新型コロナウイルス感染症の流行もあるため，特に感染症予防を行う必要があります。また，体の抵抗力

が落ちている時や，寝不足が続いた時には，細菌やウイルスに感染しやすく，風邪をひきやすくなることがあり

ます。あなたは大丈夫ですか？もう一度自分の生活を見直してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感染症に負けない体をつくろう 

水筒の持参を＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

乾燥が気になる季節となりました。空気が乾燥していると，感染

症にかかりやすくなります。 

乾燥を防ぐために水分補給は大切です。冬場においても水筒を持

参して構いません。なお，水筒の中身に関しては，基本的には水ま

たはお茶の用意をお願いします。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

○実  



インフルエンザの出席停止期間について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちの体は，風邪をひいたりインフルエンザ

にかかったりすると，熱（体温）が上がります。

これはなぜなのか知っていますか？ 

 風邪やインフルエンザの原因であるウイルス

は熱に弱い（活動しにくくなる）という特徴があ

ります。これらが体の中に入って「感染」すると，

体を守る働きとして，脳が体温を上げるように指

示を出します。これが，熱が上がる仕組みです。

また，体温が高くなると，ウイルスと戦う「白血

球」も活発に働きます。 

 

 

 インフルエンザが本格的に流行する季節とな

りました。インフルエンザは「学校において予防

すべき感染症」（学校感染症）の第二種に指定され

ており，かかった際は「出席停止」の措置がとら

れます（欠席扱いにはなりません）。 

 解熱後も感染の可能性が残り，集団生活に戻る

ことで流行が拡大する事態を防ぐため，また，確

実な回復に努めるためなどの考えに基づいて出

席停止期間は定められています。病み上がりは体

力・抵抗力が低下していて，他の病気にもかかり

やすい状態です。期間に余裕を持って，ご家庭で

安静にしていただきますよう，ご配慮をお願いし

ます。 


